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人的な」ことである）James L. Crenshaw, Reading Job, Macon: Smyth & 
Helwys, 2011, p. 41）。
（3） 主に「知恵文学」における信念として言及される（Ronald. E. Murphy, 
“Wisdom in the OT,” def. 4, ABD 6, pp. 920–931: pp. 922 f.; T. Krüger「知恵
／法（Weisheit / Gesetz）」（A.ベルレユング・C.フレーフェル編『旧約新
約聖書神学事典』（山吉智久訳）、教文館、2016年、56–62頁、特に 57–58
頁［T. Krüger, „Weisheit / Gesetz“, A. Berlejung und C. Frevel, Hrsg., Hand-
buch theologischer Grundbegrie zum Alten und Neuen Testament, Darmstadt: 
WBG, 20154 (2006), S. 62–67: S. 62 f.］、John Gray, e Book of Job, Sheeld: 
Sheeld Phoenix Press, 2015 (hardback: 2010), pp. 21–31: p. 24）。だが、こ
の「知恵文学」という範疇の画定が困難だとしても（Will Kynes, “e 
Modern Scholarly Wisdom Tradition and the reat of Pan-Sapientialism: A 
Case Report,” Mark R. Sneed, ed., Was ere a Wisdom Tradition?, Atlanta: 
SBL, 2015, pp. 11–38参照）、行為と報いの対応という信念は旧約中に確実







頁、Stephan Lauber, Weisheit im Widerspruch: Studien zu den Elihu-Reden in 
Ijob 32–37, Berlin: Walter de Gruyter, 2013, S. 40 .; James L. Crenshaw, op. 
cit, pp. 12 .; Tanja Pilger, Erziehung im Leiden: Komposition der Elihureden 
in Hiob 32–37, Tübingen: Mohr Siebeck 2010, S. 20 .; John Gray, e Book of 
Job (THB 1), Sheeld: Sheeld Phoenix Press, 2010 (paperback: 2015), pp. 
66 .; Carol A. Newsom, e Book of Job: A Contest of Moral Imaginations, 
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New York: Oxford University Press, 2003, pp. 201 .; Marvin H. Pope, Job 
(AB 15), New York: Doubleday, 1965, pp. XXVI .に同様の意見有り。この
説の当否についての議論は本稿では行わない。
（5） 3. 1.参照。
（6） James F. Ross, “Job 33:14–30: e Phenomenology of Lament,” Journal of 
Biblical Literature 94/1 (1975), pp. 38–46.
（7） Clines, Job 21–37 (WBC18A), Michigan: Zondervan, 2006, pp. 735–737, 
739–740; Crenshaw, op. cit., pp. 138–139; Gray, op. cit., pp. 399 f., 408; Lauber, 
op. cit., S. 428 f.; Pilger, op. cit., S. 154 f.















記述は ibid, def. II. 1, p. 464による。
（9） Ibid., def. II. 2, p. 464.
（10） Alonso-Schökel は、「מיׁשור」を 24 例としている。L. Alonso-Schökel, 
ר“  ,def. 7 ”,יׁשר“ ,def. III. 1, TDOT VI, pp. 465–471: p. 465; Hannes Olivier ”,יָׁשַ
NIDOTTE II, pp. 563–568: p. 567; BDB, p. 449は 23例。
ר“ ”,יׁשר“ （11） ר“ ”,יָׁשָ ָרה“ ”,ֹיׁשֶ  ,def. III ”,יׁשר“ ,KB, S. 428–430; Alonso-Schökel ”,ִיׁשְ
TDOT VI, pp. 465–471; “יׁשר,” BDB, pp. 448 f.参照。
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（12） Hannes Olivier, op. cit., OT, NIDOTTE II, pp. 563–568: pp. 564 f.
（13） Alonso-Schökel, op. cit., def. III. 5, TDOT VI, p. 470.
（14） T. Krüger「道」『旧約新約聖書神学事典』557–558頁、特に 557–558頁［T. 
Krüger, „Weg“, Handbuch theologischer Grundbegrie zum Alten und Neuen 




ザ 26:7、ホセ 14:10でも 。で表現されているיׁשר
（16） Hannes Olivier, op. cit., OT, NIDOTTE II, p. 566.




（19） Crenshaw, op. cit., p. 41.また、 Crenshawは、ヨブ記におけるこの議題は、
1:9において、サタンのせりふ「理由なしに、ヨブは神を畏れるでしょう
か」にも表れていると言う（ibid.）。
（20） Rüdiger Bittner, „Hiob und Gerechtigkeit“, Das Buch Hiob und seine Interpre-
tationen, Zürich: eologischer Verlag Zürich, 2007, S. 455–466; S. 457.
（21） Fohrerは、エリフの発言の作者と「ヨブ記の作者」とを区別している。
（22） Georg Fohrer, Georg, Studien zum Buche Hiob (1956–1979) (BZAW 159), 
Berlin: Walter de Gruyter, 19833, S. 113.
（23） A.ワイザー『ヨブ記』（ATD旧約聖書註解、松田伊作訳）、ATD・NTD
聖書註解刊行会、1982年、41頁。［Artur Weiser, Das Buch Hiob (Das Alte 
Testament Deutsch), Vendenhoeck & Ruprecht: Göttingen, 19746, S. 27］。
（24） 「確かに彼はあなたのために目覚め」を欠く写本もある。
（25） Clinesもまた、こうした見解は、特に知恵文学の影響を受けた文書にし
ばしば見られる、としている（Clines, Job 1–20, p. 125）。Crenshawもま
た、エリファズはヨブに、「正義は必ず勝つ」という自明の理を認めさせ
ようとしている、と述べている（Crenshaw, op. cit., p. 57）。
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団出版局、1988年（オンデマンド版 2008年）、125頁［Gerhard von Rad, 
Weisheit in Israel, Neukirchen-Vluyn: Neukirchener Verlag, 1970, S. 108］。
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（26） Gray, op. cit., p. 186. Grayによると、「זך」が倫理的意味合いを含む箇所は、
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から私が逃れる、と解釈している（Job 21–37, pp. 573, 595）。筆者の訳は、
Gray訳「そして、私は私の事件（case）を完全に救うだろう（bring o）」
（Gray, op. cit., p. 311）を参考にしたものである。動詞（פלט）の形（pi. 
1s. impf. coh.）を活かした訳であると判断した。
（42） Abraham Even-Shoshan, A New Concordance of the Bible, Jerusalem: “Kiryat 
Sefer” Publishing House 1993, p. 466による。



















と解釈している（ワイザー、前掲書、241頁（Weiser, op. cit., S. 132））。
（47） 8–10節は、ヨブの性格に合致せず、嘆きの過程を妨害しているとして、









る箇所だとし、ヨブの発言として維持する（Gray, op. cit., pp. 247 f.）。
（48） マソラは、「かれらは皆（כלם）」。しかし、後続の動詞「向き直れ」は二人 
称複数形であり、整合しない。Grayは（S、Vまたいくつかのヘブライ語
版と共に）כלכםと読む（Gray, op. cit., 256 f.）。また、文頭  を、重複אולם
誤記（dittograph）であるとして削除する。並木も同じ線（「あなたがた
は皆、私に向き直り……」、『旧約聖書　Ⅳ　諸書』、 352頁）。Clinesは、




（49） Clines, Job 1–20, p. 397.
（50） 『旧約聖書　Ⅳ　諸書』、353頁。
（51） 逐語的な引用ではない。3. 3. 2.参照。
（52） Clines, Job 21–37, p. 724; Gray, op. cit., p. 399.
（53） Grayは、マソラ本文では前半と後半の長さが歪（前半は短すぎ、後半
は長すぎる）だとして、校訂している。それによれば、יׁשרの文字列は、
.の語は消滅することになる。Gray, op. cit., pp. 402 fיׁשר、となり「יש ב…」
（54） Clines, WBC 18A, p. 725.
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が生じているとする（Crenshaw, op. cit., p. 99）。また、Weiserは、ヨブは
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する（Clines, Job 21–37, p. 703）が、続く動詞 言う」との兼ね合い」אמר
から「歌う」と訳す。Driver / Grayも、「見る」は不適当と判断する（S. 
R. Driver / G. B. Gray, A Critical and Exegetical Commentary on Book of Job 
(e International Critical Commentary), Vol. 1, New York: Scribner, 1921, 
p. 293）。並木（『旧約聖書　Ⅳ　諸書』、402頁）、Pilger（op. cit., S. 44）、
Lauber（op. cit., S. 62）も「歌う」の線で訳す。筆者もこれらの意見と共
に「歌う」とする。
（56） Newsom, op. cit., p. 215.
（57） 「穴（ׁשחת）」に行く（33:18、22、24、28、30）、つまり、死ぬこと。
（58） この「光（אור）」は昼間の日光であり、命の象徴である。そして、シェ






［B. Janowski, „Leben“, Handbuch theologischer Grundbegrie zum Alten und 
Neuen Testament, S. 313–315: S. 314］）。
（61） Garcia-López, “נגד,” def. II, TDOT IX, pp. 174–186: p. 176; Robert H. 
O’Connell, “נגד,” NIDOTTE III, pp. 16–18: pp. 16 f.
（62） 後者は前者の言い換えであると考えられる。
（63） Freedman-Willoughby, “מלאך,” def. IV, TDOT VIII, pp. 308–325: pp. 311–
320.




（66） Ibid., p. 551.
（67） 名詞 が他の名詞（「こころ」、「道」）と組み合わされず、単独で用いらיׁשר

















104頁［Helmer Ringgren / Walther Zimmerli, Sprüche / Prediger (ATD 16/1), 
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（66） Ibid., p. 551.
（67） 名詞 が他の名詞（「こころ」、「道」）と組み合わされず、単独で用いらיׁשר
れる例は、他に王上 9:4、詩 25:21、箴 14:2、17:26がある。詩 25:21では、
「完全さ（תם）」とともに、動詞の主語。また、列上 9:4、箴 14:2では、「まっ
